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回

1 9 月 8 日

2 月 8 日

3 月 8 日

4 月 8 日

5 月 8 日

6 9 月 未定 日

7 月 未定 日

8 月 未定 日

9 月 未定 日

10 月 未定 日

11 9 月 16 日

12 月 16 日

13 月 16 日

14 月 16 日

15 月 16 日

そ の 他

定 期 試 験 （ 筆 記 ）

レ ポ ー ト 試 験 （ 期 末 ）

フィールドワークの設計

フィールドワーク／ＷＳ（地域をあるく・みる・きく）①

（ グ ル ー プ ワ ー ク 成 果 等 ）

地域本来の力や資源を活かした地域づくり・地域再生を実現するための考え方と手法を実践的に学ぶ。具体的な地
域再生の事例を参考に、フィールドワークやワークショップの企画、実施、地域再生策の提案までの過程に主導的に
取組む。こうした実践を通して、フィールドワークやワークショップの技法、ファシリテーションの手法、地域課題の把
握から解決策の提案までのノウハウを修得する。① 夏季３日間の集中講義として行う。② 学生、院生混成による
チームを編成し、フィールドワークやワークショップに臨む。③地域から提起されたホットでリアルなフィールドや課題
に挑む。④地域の方々と共に歩き、考え、具体的な企画・提案を作成する。※2025年度は夏季集中講義期間中の以
下の日程で開講する。　1日目：9月８日（月）、2日目：9月９日（火）～1５日（月・祝）のうちのいずれか1日（どの日にな
るかはフィールドワーク先ごとに異なる。フィールド別の日程は後日別途提示する）、　3日目：9月1６日（火）

※実習科目/フィールドトリップあり/欠席連絡必要

フィールドワーク／ＷＳ（地域をあるく・みる・きく）②

　地域コミュニティの現状と課題-フィールドワーク対象地の紹介と目標設定

レクチャー及びＷＳ　地域再生「７箇条」

　事例報告「フィールドワークから地域再生へ」

レクチャー「地域課題事業化のポイントとその事例」

　特別レクチャー

フィールドワーク／ＷＳ（地域をあるく・みる・きく）③

フィールドワーク／ＷＳ（地域をかたる・かんがえる）①

フィールドワーク／ＷＳ（地域をかたる・かんがえる）②

　地域再生提案の作成①

　地域再生提案の作成②

　地域再生提案の作成③

　地域再生提案プレゼンテーションと講評
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2025年9月8日（月）、9日～15日のうち1日、および9月16日（火）
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